
ロータリー株式会社
 バイオプラスチックや再生原料を使用した製品開発に取り組み、プラスチック使用量の
削減、CO₂排出量削減に貢献。

 一人一人が“決める・守る・工夫する”を行動指針に、人格の向上、品質の向上、
目標達成を目指すことで、「全員力の会社」を目指す。

■会社概要
住所:埼玉県草加市青柳1-5-45
事業概要:プラスチック製品、製造
従業員数:18名
代表者:代表取締役社⾧ 原 恵美子
 URL: https://www.rotary27.com

ＳＤＧｓを取り入れたメリット
【新たな事業機会の創出】
 協業を通じて新たな事業機会を発見できた。
【コストダウンへの動機付け】
 工場の省電力化への取組等を通じてコストダウ
ンや環境への意識を高めることができた。

【会社イメージの向上】
 安全性、性能、品質、環境負荷に配慮した事
業運営、プラシェルを活用した製品開発、地元
の商工団体や学校、彩の国工場指定事業な
どによる工場見学などを通じ、会社イメージを向
上できた。

SDGｓ
の取組

コバトン

ＳＤＧｓを定着させるための施策
 月次の勉強会を通じ考えられる人、行動で
きる人を育成。

 SDGs担当者を配置し、社内での啓発活動
を推進。

 コピーや印刷の抑制による紙使用量削減な
ど身近な取組を継続。

 短時間勤務制度、在宅勤務制度など多様
な働き方で、各人が働きやすい職場環境を
整備。

 取引先より環境に配慮した製品開発の要請を受けたこ
と。

 中小企業診断士の紹介で県内企業を訪問。
→先進事例に触れ、会社として事業を通じて
SDGsに取り組むことを決意。
→バイオプラスチック「プラシェル」を
活用した製品開発に取り組む。

SDGｓの取組のきっかけ


